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平成２９年 宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 コミ １月 
 

 

第２４回 放送番組審議会議事録 
 

１ 開催年月日 ２０１７年（平成２９年） １月２５日 
  

２ 開催場所 〒２４３－０１１１ 神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬９４０番地の２５ 

宮ヶ瀬レイクサイドエフエム放送機構株式会社 本社 
  

３ 委員出席 委員総数 ７名   出席委員数 ４名 
  

 （１） 出席委員の氏名 長田重穂 朝倉英明 藤田義友 山口洋子 
  

 （２） 欠席委員の氏名 山本善男 鈴木貴子 佐野晴美 
  

 （３） 放送事業者側出席者名 放送事業者 代表取締役社長 朝倉徳男 

代表取締役 技術局長 望月千弘 取締役 放送局長 志村寧子 
 

４ 議題 

第１議案 「地域放送としての再確認と放送区域外における難視聴対策」について 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 
 

５ 議事 

６ 審議内容  

第１議案 「地域放送としての再確認と放送区域外における難視聴対策」について 

 弊社は、宮ヶ瀬地域にゆかりのある方と、宮ヶ瀬湖周辺の観光・地域情報を放送する放送局の開設を

目指し、結果、その方々の出資で、清川村及びその周辺の地域振興を目的としたエフエム放送局とし

て、平成２２年に開局し、地域に必要な情報（行政、観光、生活情報等）と地域の情報と地域みなさま、来

訪者などからのリクエストによる音楽番組を中心に、開局以来、すべてボランティアによって運営されて

おり、放送番組は、地域のみなさま、関係者をはじめ、来訪者にも支持されております。 

 総務省が昨年８月に「放送を巡る諸課題に関する検討会第一次取りまとめ(案)」第３章（２）②において

既設の地上基幹放送局の放送区域外における難聴の解消について、「ＦＭ方式の中継局を最大限活用

する方向で進める必要がある」との提言が記載され、既設の地上基幹放送局の放送区域外の難聴解消

のための中継局整備の希望の有無についてのアンケートを実施しました。 

 弊社では、開局時より、審議委員のみなさまからも、舟沢地区等が、放送区域外の難聴区域にあたるこ

とから、補助金の希望を含めて、技術部で計画案を策定しております。意見を賜ります。 

 委員からは、情報格差の解消だけではなく、舟沢地区等は、川の下流にあり、昨年は、避難指示も出た

ことから、防災の面からも、準備をしてほしい。また、別の委員からは、おおむね、いつ頃の完成予定か

について、総務省等への補助金の希望を含めアンケートに記載し、準備の関係から平成３０年度を目標

としているとした。併せて、もしこれが実現すると、舟沢地区の住民も喜ぶとの発言もあった。 
 

第２議案 「放送法第６条第５号の報告」について 

 前回の審議会開催以降、訂正放送等に関し、報告する事項はない。 

また、放送番組に関して申し出のあった苦情その他の意見は、ありませんでした。 
 

７ 審議機関の答申または意見に対してとった措置の内容及びその年月日 

  （答申又は意見の内容及びその年月日を併せて記載すること。） 

 

 

８ 審議機関の答申または意見の概要の公表  

  公表の方法 □ 放送事業者が行う放送（放送番組審議会が、必要とした場合に限る。） 

□レ  当該事項を記載した書面の放送事業者の本社への備置き 

□レ  放送事業者の電子公告（http://www.miyagase-fm.com）で行なう。 

  公表の内容 上記１、３（１）、（３）及び４から７までの事項 

  公表年月日 平成２９年 １月 ３１日 
 

９ その他参考事項 

 なし 

 


